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令和７年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立北九州視覚特別支援学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）

学校運営方針   県北オンリーワンの視覚特別支援学校として、確かな専門性と総合的な教育力を有し、教職員一丸となって視覚に障がいのある幼児児童生徒の自立と社会参加の実現を目指す学校づくりに努める。

A A

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

[成果]生徒数の減少や校舎改築等により前年踏襲の教育活

動ではなかったが、必要に応じて指導内容や学校行事を

工夫し、教育目標を達成できた。

[課題]・市民センターで実施する地域の文化祭に参加し、

地域の活性化と障がいに関する啓発活動を地域とともに

行い、視覚特別支援学校への理解を促す。また、必要と

される場所・時間等ターゲットを明確にした啓発活動を

実施し、障がいに対する効果的な理解啓発を進める。

（不特定多数から特定少数への効果的な啓発）

・大雨等による休校等が判断できるよう予め予備日を設

Ⅰ 確かな学びの保障 １ 基礎・基本の学力の定着・向上　２ 校内研究に基づく主体的に学ぶ力を高める授業改善・生活改善　３ 指導形態・体制を工夫した主体的・対話的で深い学びの実践 　４ ICTを活用した授業実践　５ ワンヘルス教育の実践

Ⅱ 自立と社会参加を目指す指導の充実
１ 核となる体験活動の精選と充実　２ キャリアパスポートの活用による特別活動の充実　３ 進路講話会や職場体験実習等を通じた進路指導の充実と保護者への積極的な情報提供　４ 日常的な保健・給食指導の充実

５ 主体性のある児童会生徒会活動及び学校行事実行委員会の実施　６ 外部指導員と連携した部活動の充実　７ 学舎間の連携に基づいた指導・支援の充実　８ 家庭・地域と連携した教育活動の充実

Ⅲ 専門性の維持・継承 １ ニーズに応じた研修の充実　２ 県内外研修会等への計画的派遣と学びの共有　３ 授業公開と協議会を通じた授業力向上

Ⅳ センター的機能の充実
１ 個別の教育相談活動の充実　２ ニーズに応じた様々な連絡会、研修会、交流会等の実施と関係機関との連携強化　３ 実習先・就労先の開拓を通した理療や障がい者雇用への理解啓発　４ ＯＪＴによる校内人材育成

５ 就学や視覚障がい教育への理解啓発につながる認知度アップの広報活動の推進

Ⅴ 安全・安心な学校づくり

１ 施設設備及び教材備品等の計画的な点検と整備　２ 校舎移転に伴うスムーズな教育活動の移行　３ 危機管理マニュアルの見直しと周知徹底、各種訓練や研修会の実施による危機管理体制の整備・対応能力の向上

４ 疾病等の要管理幼児児童生徒への対応の周知徹底　５ 問題行動やいじめ等の早期発見、組織的な対応　６ 担当者教育連絡会・学舎間の連携による共通理解・連携の強化

７ 人権を尊重した教育活動の充実と身近な問題からの人権意識の涵養  ８ 教員育成指標に基づいたＯＪＴによる業務遂行と事績整理（紙とデータ）　９ 働き方改革の推進と働きがいのある職場環境の整備

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

生徒

育成部

学校行事や幼児児童生徒会活動を通して、幼児児童生徒の主体的で充実した

学校生活作りを目指すとともに危機管理や問題の早期発見、早期対応等、安

全で安心な教育環境の整備に努める。

学校行事や児童会・生徒会活動や部活動の活性化に努める。

A

A

・児童生徒が中心となる学校行事の運営。

・新校舎における安全点検の徹底及び校舎の現状把握。

・毎月実施するアンケートによる生徒把握。

・家庭と連携した保健指導、給食指導の充実。

・より早い段階でのアレルギーや疾病の把握。

・救命救急講習会等の訓練の場を活用した緊急時の動線の確認。

B

公開授業月間を通して略案による一人１回公開授業を実施し、指導と評価の一体化を見据えた主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善に努める。

教育環境や読書活動の充実を図るために教材・教具の希望調査を年２回実施してニーズに応じた整備計画を立てたり、図書館移転へ向けた準備を２学期までに進めたりする。

校務やPTA活動の円滑な実施につながる行事の調整や企画を行い、保護者

（保証人）と連携したPTA活動を推進する。

学校と家庭の共通理解を図り、共通認識を持ってPTA活動ができるよう推進する。

A地域や関係機関の担当者等が、視覚障がいのことや本校及び幼児児童生徒について正しく知ることができるよう、理解啓発活動を推進する。

保護者向けの研修や幼児児童生徒、保護者、教職員の親睦を深めるための企画を推進する。また、保護者（保証人）と連携した教育環境の整備に努める。

学務部

幼児児童生徒一人一人の実態に応じた教育課程を編成し、個別の教育支援計

画に基づき教育活動を充実させ、授業改善の推進を図る。

幼児児童生徒一人一人の障がいの状態や発達段階及び教育的ニーズに応じた教育課程を編成し、個別の教育支援計画及び個別の指導計画の活用に努める。

B

B

・個別の教育支援計画・指導計画の運用計画の見直し。

・公開授業月間の計画的な実施と参観後の取組の工夫。

・幼児児童生徒数減少に伴う読書推進活動や読書週間行事の工夫

・教科書係の人材育成。

・保護者の参加しやすいPTA活動の設定。

・北盲だよりや理事会だよりを活用た広報活動の充実。

・地域での視覚障がい理解啓発活動企画計画。

A

学校安全計画に基づき、職員や幼児児童生徒への事故の未然防止と災害時の対応について、指導の徹底を図る。

学校いじめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止及び幼児児童生徒が抱える問題の早期発見・早期対応に努める（月１回のアンケート実施）。

幼児児童生徒の豊かな人間性の育成と主体的な健康管理を促し、心身の両面

から支援するとともに、安全・安心かつ効果的に学べる教育環境をつくる。

主体的な保健活動を促すため、幼児児童生徒の発達に応じた日常的な保健指導・給食指導を実施する。

A幼児児童生徒の心身の健康課題に適切に対応する能力を養うため、SCを活用した健康教育に関する研修を年に２回行う。

工事の進捗状況に応じて危機管理体制を整備するとともに、教育環境の整備・充実に努め、幼児児童生徒が安全・安心に学べる教育環境を作る。

研修部

視覚障がい教育の専門性を維持・継承できるように、校内研修の充実を図る

とともに県内外研修会や研究会等の情報提供に努める。

四盲授業研の担当校業務を含めた、主体的に学ぶ力を高めるための校内研究を実施する。

B

B

・学部舎研究の推進と授業力の向上を見据えた授業実践。

・個々の専門性向上を図る研修の実施。

・研修の重要度や位置付けを意識した派遣計画の立案。

・Googleアカウントを利用したクラウド活用の推進。

・幼児児童生徒の実態に応じたICT活用の充実。

・職員のICT活用スキル向上のための研修の実施。

A

主体的に進路を考える機会となるよう、小学部高学年は年１回、中学部は年３回、高等部専攻科は年２回の学習会を実施する。

希望進路実現100％を目指し、積極的な職場開拓を行う。　

地域関係機関とのネットワークを充実させ、視覚障がい支援活動や理解啓発

活動を推進する。

教育相談は、個のニーズに応じて実施する。また、当事者交流会として、乳幼児交流会を年３回、教育相談保護者会・高校生交流会を年１回実施する。

B支援活動や理解啓発活動の情報共有・外部人材育成として、関係機関支援連絡会・視覚障がい教育セミナーを年１回、担当者研修会を年４回実施する。　

校内外へ向けた理解啓発・広報活動は、キャリア教育部だよりによる情報発信を各学期毎に実施する。また、校内福祉機器展を年１回行い、視覚障がい支援の手引きを全職員で共有する。

キャリア

教育部

個々の進路に関するにニーズをとらえ、希望する進路を実現する指導・支援

の充実を図る。

キャリア教育部だよりを各学期ごとに発行し、進路に関する情報発信を行う。また、進路希望調査でニーズを把握し、情報の収集と提供に努める。　

A

B

・進路に関するニーズに対応した情報提供や学習機会の設定。

・障がい者雇用の理解啓発活動とニーズに応じた就労先開拓。

・当事者交流会の参加者のニーズに応じた企画運営方法や回数等の検

討。

・教育相談における個別の指導計画の様式や活用方法の見直し。

・本校で開催する会の目的と対象、内容等の整理。

・外部支援に関わる人材育成のための複数コーディネーターの継続。

A

全１６回の新転任者研修や外部専門家と連携したスタッフ強化事業による、視覚障がい教育に関する専門性を高めるための研修を実施する。

校外研修及び研究会の案内や派遣を計画的に実施するとともに、年２回の出張報告会や朝礼等を活用した短時間での報告会を設け、情報共有に努める。

教職員のICT活用指導力を高めるとともに、校務のICT化推進とそのために必

要なICT環境の整備・研修の充実を図る。

ICT支援員を有効活用し、教職員のICTを活用する能力向上のための研修の充実を図る。

A児童生徒のICT活用を指導する能力向上のために、研修の充実を図るとともに、日常的な情報提供に努める。

Googleのクラウドサービスを活用し、毎日の業務連絡、職員間の情報共有の効率化を図る。

キャリアパスポートを学部行事３回を含めて有効活用するとともに、幼児児童が自立に向けて主体的に取り組めるよう体験活動・集団活動を重視した特別活動や行事の充実に努める。

幼児児童のニーズに応じたICTの活用に関する研修や、学部全職員が点訳の機会をもつ等の視覚障がい教育の専門性を高めるための研修に努め、情報の収集や発信を積極的に行う。

中学部

個々の教育的ニーズを関係者が共通理解し、自他のよさを認め合うことがで

きる力、課題解決に向けて主体的に取り組む力、進路希望を実現できる力を

養う。

計画的な指導を行うために、指導内容は自立活動の内容（６区分27項目）で把握し、生徒の課題選定をチームで行い、一人一人に応じた指導内容を決めて取り組む。

B主体的に課題を解決できる力を養う教育活動を推進するために毎時間「主体的に学習に取り組む態度」について、評価の観点を決める。

公開授業期間に略案作成した授業を１教科１実践行い、授業力と視覚障がい教育に係る専門性の向上に努める。

幼小学部

基礎的・基本的な生活習慣や体力・学力を習得し、人とのかかわりや学びを

楽しみ、集団の一人としての役割を主体的に果たそうとする幼児児童を育成

する。

各学期に１回の授業チェックリストや公開授業月間の効果的な活用や、校内研究に基づく主体的な学びを引き出す授業改善を図るとともに、個々の課題やニーズに応じた生活習慣や体力・学力の定着を図る。

B

B

【幼小学部】

・各学期の公開授業における目的と方法の明確化。

・全児童の集団活動への参加の工夫と役割の充実。

・ICTの活用や自立活動に関する学部独自の研修時間の設定。

【中学部】

・生徒や保護者との対話を通した情報共有及び意思疎通の促進。

・教師が進路指導について学ぶ機会の設定（ミニミニ研修会）。

・継続的な読書活動の推進。

【高等部】

・習熟度の違いに対する適切な教材の提供とより適切な学習環境の整備。

・理療の認知度向上のための効果的なＳＮＳ等の活用。

・総合臨床能力向上のための情報やコミュにッケーション授業の見直し。

【寄宿舎】

・学舎間や保護者との連携強化と指導員内容の共通理解。

・改築工事に伴う危機管理体制の見直し・徹底。

・実態に合わせた自治会活動の検討。

高等部

個々の生徒の教育課題について検討し、社会に貢献できる施術者を育成す

る。さらに、生徒指導を充実させ、社会人・施術者としてのルールやマナー

の育成に努め、本校生徒としての自覚をもって、行動できる生徒を育てる。

学部会毎に、生徒の情報共有を密に行うとともに学習課題の検討を行い、個に応じた学習指導に努め、指導内容を充実させる。

A校外臨床実習やSNSを活用して、より効率的な生徒募集活動及び進路開拓を行い、入学者の確保と進路実現の達成に努める。

学校行事を通じて、本校の生徒としての自覚を持たせるとともに、就業体験学習や理療科研修会等を充実させ、理療師としての倫理観を醸成し、社会に貢献できる理療師の育成に努める。

寮務部

円滑な寄宿舎運営を図るために、学部や保護者との連携や共通理解に努め

る。また生活指導を通して生活習慣の確立、社会性・自主性の育成、心身の

健康や安全指導の充実を図るとともに、進路希望を実現する学習環境を整備

年度初めに各学部や保護者、関係諸機関と情報共有し共通理解を基に個別の指導計画を作成する。

A学期ごとに舎生と面談を行い、心身の安定を図るとともに、学力向上のための環境整備に努める。また、歓送迎会や、お楽しみ会などの自治会活動を通し主体性や社会性を育む。

年５回の避難訓練と、生徒の実態に応じた緊急時対応訓練を実施し、防災意識の向上を図るとともに、緊急時の動きについて確認する。

B

A校外の人権・同和教育研修会に全職員が年間１回以上参加できるように計画するとともに、学習した内容をできる限り校内で還元できる機会を設ける。

就学・修学・進路保障が、本人の能力適正に関係のない事柄で妨げられることのないように、各学部・寄宿舎・分掌・事務室との情報共有や支援体制づくりに努める。

事務部

幼児児童生徒および教職員が安心安全に生活できる環境を整える。事務室内

外との情報共有を徹底し、迅速な対応をする。大規模改築工事が続いてお

り、教職員と工事業者との情報提供と調整を密に行うことで、円滑な学校活

動と校舎移転を実現する。

事務室は学校の窓口である。円滑な学校教育活動に資するため、学校内外の情報収集・共有・発信を徹底する。 A

A

・外に開かれた窓口である事務室の応接に全員で取り組む姿勢

・校内安全点検と大規模改築を含めた情報発信と共有

・引き続き少数で業務にあたることになるため業務に全員で取り組む体制

を構築する

人権・同和

教育推進委

員会

全教育活動を通じて幼児児童生徒の人権感覚を身に付けるとともに、障がい認識

を育み、差別と偏見を排除する意思と実践力を育む。また、職員の人権感覚をよ

り高め、人権・同和教育における専門的知識を身に付けるための研究と修養に努

める。

全教科・全領域において人権・同和教育の充実を図るために、授業内容の精選や職員間で情報共有を行う。

A A

・授業内容に関する職員間の情報共有の充実。

・研修で学習した内容を学校に還元する方法の検討。

・校内におけるより密な情報共有と支援体制の構築。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

A校内外の危険個所の点検を行い、迅速な修繕等による安全安心な教育環境の整備及び施設管理を行う。併せて大規模改築工事の進捗情報の共有を図るとともに、円滑な学校教育活動と校舎移転の両立を実現する。 A
事務室は少人数で業務を行っているため、業務が属人化しないよう、業務の進捗状況の共有や事績を充実させることで、互いの業務を保全できる体制をつくる。 A



（１）学校HP等で学習の様子を積極的に発信し、本校の教育活動への理解をさらに深めていく。

（２）視覚障がいの特性に応じたICT活用を広げるとともに、安全に情報を扱うための情報モラル教育を充実させる。

（３）工事中の安全確保に関する意見を踏まえ、緊急時の訓練をさらに充実させる。また、工事による変更点等は速やかに周知するとともにその対応を徹底し、児童生徒が安心して学習に専念できる環境の維持に努める。

　　医療的ケア児への対応を見据え、非常時における発電機をは

じめとする備品整備や電源確保等の安全管理について情報共有を

行った。どのような状況下でも適切なケアを継続できるような環

境整備が大切である。



学　校　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　特３

学校関係者評価委員会からの意見

学校関係者評価
　

　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

　 教科書係の業務内容に関する質疑を通

じ、点字教科書や拡大教科書等、視覚障がい

の状態に応じた教材等の整備・管理を担う役

割の重要性を確認できた。視覚特別支援学校

の特色に鑑み、幼児児童生徒一人一人の実態

に応じた教材提供や、環境整備をさらに充実

させてほしい。

   視覚障がいに応じた避難誘導や施設管理の

現状等、一人一人の安全を守る体制が整って

いる。幼児児童生徒が今後も安心して学校生

活を送ることができるよう、防災対策に努め

てほしい。

　 進路指導や理解啓発活動の現状を確認で

きた。地域連携や就労支援の継続的な取組を

期待する。

　 ICT活用や教員研修等に関する質疑を通して、デ

ジタル教材等を積極的に活用している状況を確認

できた。視覚障がい教育におけるICTの有効性を評

価するとともに、今後も一人一人の状況に合わ

せ、活用の幅がさらに広がることを期待する。ま

た、外部専門家による指導は大変有効だと思うの

で、今後も継続して行ってほしい。

　 文化祭（ふれあいフェスタ

KITAMOU2025）の発表をでは、一人一人の

個性を生かした学習成果が存分に発揮されて

いた。舞台上の姿だけでなく、そこに至る各

学部の取組や日々の授業の積み重ねが実を結

んでいる。今後も日常の教育活動を大切に継

続してほしい。

   人権・同和教育の年間計画と実施状況についての

報告から、計画に基づいた適切な取り組みが進め

られていることが確認できた。

評価項目以外のものに関する意見

   今後も継続する工事について、安全面に十

分配慮しながら実施してほしい。



　　医療的ケア児への対応を見据え、非常時における発電機をは

じめとする備品整備や電源確保等の安全管理について情報共有を

行った。どのような状況下でも適切なケアを継続できるような環

境整備が大切である。


